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安全就業講習会にて

（笑いヨガ）

平成26年度　安全就業
（公社）小矢部市シルバー人材センタースローガン

慣れた作業も　今一度　確認
「安全就業標語」最優秀賞

堀 田 五 一（松沢地区）
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連
日
、
蒸
し
暑
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
に
は
お
変
わ
り
な
く
ご

壮
健
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
会
員
の
方
に
は
日
々
そ
れ
ぞ
れ
の
青
春
を

謳
歌
し
て
い
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
月
十
三
日
開
催
の
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
優
勝
戦
で
、
富
山
第
一
が
後
半

残
り
五
分
に
一
点
を
返
し
、
直
後
の
Ｐ
Ｋ
で
ゴ
ー
ル
し
延
長
に
持
ち
込
み
、
つ

い
に
石
川
星
陵
を
下
し
栄
冠
を
手
に
し
た
試
合
は
真
に
ミ
ラ
ク
ル
の
連
続
だ
っ

た
。
︵
私
は
、
逆
転
劇
を
観
戦
中
涙
が
こ
ぼ
れ
、
ヤ
ッ
タ
ー
と
興
奮
止
ま
ぬ
状

況
下
に
あ
っ
た
。
︶
そ
し
て
、
生
徒
自
ら
が
九
つ
の
項
目
を
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・

ナ
イ
ン
と
し
て
ま
と
め
、
こ
れ
を
目
標
に
部
活
動
に
励
ん
で
い
た
こ
と
を
知
っ

た
。
サ
ッ
カ
ー
部
員
は
、
部
室
に
掲
示
さ
れ
た
彼
ら
の
目
標
に
タ
ッ
チ
し
、
自

分
自
身
の
技
術
や
人
間
を
高
め
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
こ
れ
は
、
大
塚

監
督
の
目
標
に
よ
る
組
織
管
理
の
実
践
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
目
標

付
与
に
よ
る
人
間
陶
冶
の
方
法
は
、
海
軍
兵
学
校
で
の
﹁
五
省
﹂、
近
く
で
は
、

私
が
石
動
中
学
時
に
放
送
部
が
昼
食
時
に
流
し
た
﹁
静
思
﹂︵
現
在
は
や
っ
て

い
な
い
と
聞
く
︶
が
挙
げ
ら
れ
る
。
私
が
驚
い
た
の
は
、
富
一
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
・
ナ
イ
ン
は
先
ず
﹁
感
謝
﹂
に
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
。

時
あ
た
か
も
シ
ル
バ
ー
で
は
二
月
に
市
内
八
地
区
で
会
員
と
の
懇
談
会
が
計

画
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
教
材
に
富
一
サ
ッ
カ
ー
部
の
感
動
を
今
一
度
味
わ
っ

て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。
生
徒
が
第
一
に
あ
げ
た
、
感
謝
と
は
…
部
員
百
人
超

の
中
か
ら
イ
レ
ブ
ン
に
出
れ
た
喜
び
か
、
シ
ル
バ
ー
会
員
の
感
謝
は
、
今
日
も

働
け
た
喜
び
、
仕
事
の
成
果
に
礼
を
い
わ
れ
た
喜
び
な
ど
、
責
任
と
は
…
他
に

迷
惑
を
か
け
な
い
、
成
長
と
は
、
挑
戦
と
は
…
。
最
後
に
、
シ
ル
バ
ー
に
と
っ

て
勝
つ
と
は
何
か
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。
あ
る
会
員
は
、﹁
お
客
さ
ん
に
自
分

が
や
っ
た
仕
事
に
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
﹂
だ
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
十
人
の
会

員
そ
れ
ぞ
れ
に
十
の
色
の
答
え
が
あ
る
だ
ろ
う
。会
員
が
青
春
の
心
を
持
っ
て
、

若
々
し
く
仕
事
を
処
理
し
、
魅
力
あ
る
シ
ル
バ
ー
会
員
と
し
て
今
日
を
生
き
る

こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

つ
ね
日
頃
、
当
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
の
皆
様
に
は
、
私
ど
も
こ
れ
か
ら
も
魅

力
あ
る
小
矢
部
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま

す
。



富
山
第
一
高
校
サ
ッ
カ
ー
部 

全
国
制
覇
に
学
ぶ

理

事

長
　
　
東
　
　
　
　
　
勲
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去
る
五
月
三
十
日
午
後
一
時
よ
り
、
ク

ロ
ス
ラ
ン
ド
お
や
べ
セ
レ
ナ
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
会
員
三
一
四
名
︵
出
席
者
一
六
四

名
、
委
任
状
提
出
者
一
五
〇
名
︶
出
席
の

も
と
、
平
成
二
十
六
年
度
定
時
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

東
理
事
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
優
良

会
員
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

来
賓
の
桜
井
森
夫
小
矢
部
市
長
、
藤
本

雅
明
小
矢
部
市
議
会
副
議
長
、
砺
波
公
共

職
業
安
定
所
の
森
永
達
也
所
長
、
公
益
社

団
法
人
富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
の
横
山
敏
夫
総
務
・
事
業
課
長
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
水
島
地
区
の

長
谷
川
良
一
さ
ん
か
ら
謝
辞
が
あ
り
、
こ

れ
か
ら
も
安
全
第
一
で
作
業
に
従
事
し
、

会
員
の
交
流
と
親
睦
の
輪
を
広
げ
た
い
と

の
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
若
林
地
区
の
中
島
健
二

さ
ん
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
議
案
等
の
審

議
を
し
ま
し
た
。
事
業
計
画
、
予
算
、
事

業
報
告
、
決
算
、
定
款
の
一
部
変
更

並
び
に
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
、

閉
会
し
ま
し
た
。

定
時
総
会
の
後
、
互
助
会
の
定

期
総
会
が
開
催
さ
れ
、
事
業
報
告
、

決
算
、
事
業
計
画
、
予
算
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。



役

員

名

簿

〃

監

事

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

理

事

専
務
理
事

副
理
事
長

理

事

長

松

本

俊

夫

︵
新
任
︶

福

田

秋

美

葭

田

光

子

吉

川

昌

成

山

田

富

雄

松

本

靖

臣

松

本

彦

次

前

　

清

一

　
沢
　
修
　
一

中

村

利

夫

五
反
田
　
範
　
子

林

　

和

宏

前

田

　

実

村

上

保

英

東

勲

こんにちは。理事をしてお

ります松本靖臣です。

平素はいろいろお世話にな

り有難う御座います。

さて、現在当センターには360名程の会員が登録

されておりますが会員数は伸び悩み、減少傾向にあ

る状況です。この事は他の地区センターでも同様で、

その対応に苦慮されているようです。

当センターでは、今迄センターの活動内容を良く

理解して頂く事が重要であると言う観点から、チラ

シやテレビ、イベント等に参画しＰＲに努めており、

又会員の皆様や地区連絡委員の方々にも入会促進に

ご協力をお願いしております。

更に、今期より新しい試みとして、毎月、日・時

間を決めて入会を希望される方に説明会を開き、個

人別に面談もして、きめ細かい打合わせをさせて頂

くように計画しました。

どなたでも気軽に立ち寄って頂ける様な時間にし

たいと思っていますので、会員の皆様にはご理解の

うえ精々ＰＲして頂きご協力下さい。宜しくお願い

します。

相談会　開催日：毎月第２第４月曜日

時　間：午後２時〜４時頃まで

場　所：シルバー人材センター事務所

相談員の松本靖臣理事

平成二十六年度

定時総会開催

新規入会の皆様や会員の皆様のための相談会です。

平成26年4月より「シルバー相談会」を開催しています。
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︵
敬
称
略
︶

富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
表
彰

六
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
第
十
九
回
定
時
総
会
に
お
い
て
、
当
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
間
ヶ
数
庄
悦
さ
ん
が
、
優
良
会
員

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

優
良
会
員
表
彰
者

北
蟹
谷
地
区

　
間
ヶ
数
　
庄
　
悦

綾

子

地

区

　
川
　
越
　

　
子

小
矢
部
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
表
彰

優
良
会
員
表
彰
者

薮
　
　
波
　
　
唐
　
島
　
庄
　
五

石
動
北
部
　
　
相
　
浦
　
寅
　
松

若
　
　
林
　
　
中
　
島
　
健
　
二

若
　
　
林
　
　
篠
　
原
　
利
　
鉦

松
　
　
沢
　
　
吉
　
江
　
小
夜
子

石
動
南
部
　
　
西
　
永
　
修
　
三

南
　
　
谷
　
　
山
　
田
　
　
　
進

南
　
　
谷
　
　
中
　
島
　
弘
　
雄

綾
　
　
子
　
　
砂
　
川
　
　
　
進

水
　
　
島
　
　
長
谷
川
　
良
　
一

綾
　
　
子
　
　
王
　
畑
　
笑
　
子

石
動
東
部
　
　
松
　
本
　
俊
　
夫

受賞おめでとうございます受賞おめでとうございます受賞おめでとうございます受賞おめでとうございます受賞おめでとうございます受賞おめでとうございます


多
く
の
仲
間
の
支
え
で
仕
事
が
出
来
た
事
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。


多
く
の
仲
間
と
再
会
出
来
た
こ
と
。


人
間
関
係
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
。


身
に
余
る
光
栄
で
す
。


多
く
の
人
々
と
の
出
会
い
と
生
き
甲
斐
。


仕
事
仲
間
と
協
力
し
て
作
業
す
る
。


会
員
と
し
て
、
健
康
で
仕
事
が
で
き
た
事
、

嬉
し
く
思
う
。
又
、
就
業
先
の
方
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。


多
く
の
人
々
と
出
会
い
、
生
き
が
い
を
感
じ

ま
し
た
。


い
き
い
き
と
、
健
康
で
心
豊
か
な
人
生
を
送

り
た
い
。


元
気
で
現
在
も
仕
事
に
係
わ
れ
る
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。


仕
事
を
通
し
て
多
く
の
友
人
が
で
き
、
よ

か
っ
た
と
思
う
。


高
齢
者
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
健
康
を
大

切
に
し
て
行
き
た
い
。
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
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
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
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



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

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



優
良
会
員
受
賞
者
の
声


優
良
会
員
受
賞
に
あ
た
っ
て
一
言


会
員
で
あ
っ
て
よ
か
っ
た
こ
と


こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
こ
と

薮　波

唐 島 庄 五

石動北部

相 浦 寅 松

若　林

中 島 健 二

若　林

篠 原 利 鉦
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
シ
ル
バ
ー
に
お
世
話
に
な
り
、
い
つ
ま

で
も
元
気
に
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。


仕
事
の
仲
間
と
談
話
す
る
楽
し
み
で

す
。


仕
事
の
仲
間
と
い
つ
ま
で
も
大
切
に
付

き
合
っ
て
い
き
た
い
。




今
日
ま
で
元
気
で
会
員
と
し
て
仕
事
が

で
き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。


多
く
の
人
と
、
知
り
合
う
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。


こ
れ
か
ら
も
健
康
で
働
け
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。


多
く
の
方
々
と
の
出
会
い
と
、
友
人
が

出
来
た
事
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。


多
く
の
出
会
い
と
友
人
が
出
来
た
事
。


平
成
二
十
三
年
に
病
魔
に
見
舞
わ
れ
、

改
め
て
健
康
の
大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。


今
日
ま
で
元
気
で
会
員
と
し
て
仕
事
が

で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。


い
ろ
ん
な
人
と
出
会
え
た
こ
と
。


健
康
第
一
で
、
人
間
関
係
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
。


皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
と
い
う
こ
と
で

す
。


毎
日
が
充
実
し
て
い
る
。


友
達
で
す
。


い
ろ
い
ろ
大
変
な
事
も
あ
り
ま
し
た

が
、
良
い
先
輩
に
恵
ま
れ
た
お
陰
で
、
今

日
ま
で
仕
事
が
出
来
て
良
か
っ
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
健
康
に
気
を
つ
け
て
、
頑
張
り

た
い
。


良
い
友
達
、
良
い
先
輩
と
出
会
え
た
こ

と
。


て
い
ね
い
に
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
。


シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
方
達
が
親

切
に
対
応
し
て
下
さ
っ
た
お
か
げ
で
す
。


来
客
様
と
色
々
会
話
出
来
た
事
。


人
間
関
係
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

松　沢

吉江小夜子

石動南部

西 永 修 三

南　谷

中 島 弘 雄

石動東部

松 本 俊 夫

綾　子

砂 川 　 進

水　島

長谷川良一

綾　子

王 畑 笑 子

小矢部市にお住まいの60

歳以上で、健康で働く意欲の

ある方、皆さんのご近所やお

知り合いの方に、ぜひ声かけ

をお願いします。

会員募集中
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書道同好会は、去る５月30日の定時総会の会場ロビーにて作品展

を開催いたしました。数々の力作をご覧いただけましたか？楽しい

サークルの「墨倶愛」に皆様のご入会をお待ちしています。



私
は
昨
年
の
暮
れ
、
小
矢
部
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
ま

し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。永

年
、
鉄
道
一
筋
で
仕
事
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
国
鉄
が
民
営
化

さ
れ
、
民
間
会
社
と
し
て
発
足
し
て

か
ら
皆
さ
ん
と
共
に
歩
ん
で
き
ま
し

た
。私

も
昨
年
十
一
月
か
ら
毎
日
が

サ
ン
デ
ー
と
な
り
、
最
初
の
う
ち
は

こ
ん
な
も
の
か
と
思
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
以
前
は
曜
日
、
前
日
の
出
来

事
も
日
記
に
メ
モ
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
何
時
で
も
書
け
る
と
思
う
よ
う

に
な
り
、
何
事
の
記
憶
も
日
々
薄
ら

い
で
い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

年
暮
れ
が
押
し
迫
っ
た
頃
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
石
動
駅

前
駐
車
場
料
金
所
受
付
の
紹
介
が
あ

り
、
接
客
の
仕
事
を
希
望
し
て
い
ま

し
た
の
で
、
見
習
い
に
就
か
せ
て
頂

き
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

駐
車
場
料
金
所
の
受
付
は
安
易
な

姿
勢
で
仕
事
を
し
て
は
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。

ご
利
用
の
お
客
さ
ま
の
お
出
掛
け

の
始
ま
り
は
石
動
駅
前
駐
車
場
で
ご

ざ
い
ま
す
。
旅
行
等
に
お
出
掛
け
で

駐
車
場
の
受
付
を
さ
れ
、
ル
ン
ル
ン

気
分
で
石
動
駅
の
方
へ
向
か
わ
れ
る

後
ろ
姿
は
背
筋
が
伸
び
き
り
楽
し
そ

う
で
す
。

こ
こ
で
の
接
客
態
度
が
お
客
さ

ま
の
ご
気
分
を
損
ね
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
楽
し
い
お
出
掛
け
等
、
気
分
を

損
ね
て
し
ま
い
ま
す
。

お
客
さ
ま
方
の
満
足
度
は
そ
の

日
、
そ
の
人
に
よ
り
異
な
る
と
思
い

ま
す
。
積
極
的
な
声
掛
け
、
笑
顔
で

金
銭
の
や
り
と
り
を
お
客
さ
ま
の
目

線
に
立
ち
、
駐
車
料
金
の
授
受
は
確

実
に
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

心
は

鬼
は
外
　
福
は
内



老
い
は
外
へ
　
青
春
は
内
へ


シ
ル
バ
ー
会
員
と
な
っ
て

　
　
　
荒
川
地
区
　
石

丸

昇

三

互助会だより
会員研修会のご案内

【日　　時】平成26年11月6日（木）〜7日（金） 【募集人員】60名

【参 加 費】男 27,000円　女 26,000円 【参加申込について】参加申込書は、9月配布予定です。

【行　　程】

平成26年度の会員研修会の日程が決まりました。今から予定をつけて是非ご参加ください。

なんばグランド花月・第66回正倉院展と石切温泉１泊の旅

11/6

（木）

小矢部＝小矢部東IC＝〈高速道路〉＝南港北IC＝天空のレストランNTCコスモタワー48階（昼食）＝
 7：00 12：15〜13：30

＝吉本新喜劇でおなじみの なんばグランド花月（観劇）＝石切温泉（宿泊）

 14：30〜17：00 17：50頃

11/7

（金）

旅館＝第66回正倉院展 奈良国立博物館＝奈良（昼食）＝他県のシルバー人材センター（視察研修）＝
 8：30 9：20〜11：00 11：20〜12：20 13：00〜13：50

＝〈高速道路〉＝小矢部IC＝小矢部
 18：45頃

同好会だより

入会者募集中! 活動日／毎月第２・４木曜日　午前10時〜

場　所／シルバー人材センター２階会議室

当センターには、刈払機などの修理ができる会員が在籍しております。現物を確認

の上、修理可能であれば依頼（有料）することができます。会員様に限り、事務局

にご相談いただければ対応します。

お知らせ

会員の声
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皆様のご協力ありがとうございました。今年度は20作品の応募があり、委員会で選考の結果

下記のとおり決定されました。

【最優秀賞】 慣れた作業も　今一度　確認 松沢地区　堀 田 五 一 氏

【優 秀 賞】 気を締めて　安全就業　シルバーパワー 宮島地区　山 田 正 孝 氏

 指差し、声出しで事故防止 松沢地区　堀 田 五 一 氏

 各々の　安全意識　身を守る 荒川地区　石 丸 昇 三 氏

体重の２％以上の水を失うことで熱中症

になるといわれています。暑い日多量の汗

をかくので無理をせず時間を決めて、休憩

をとって水分補給をしましょう。

安全・適正就業推進大会

７月17日、富山県シルバー人材センター

連合会が主催する「平成26年度　安全・

適正就業推進大会」において、当センター

島主事が「安全・適正就業の推進　事故

ゼロを目指して〜担当職員の視点から〜」

と題して事例発表を行いました。

安全就業スローガン

熱中症に注意！
首
くび

脇
わき

の下
した

足
あし

のつけ根
ね

応
おう

急
きゅう

手
て

当
あて

熱中症
の

ねっちゅうしょう

涼しいところで横に

なり、太い血管のあ

るところを冷やす

平成26年度小矢部市シルバー人材センター安全就業スローガン決まる！平成26年度小矢部市シルバー人材センター安全就業スローガン決まる！

見逃すな　ヒヤリで済んだ　あの経験

作業手順　みんなで確認　危険予知

全 国 統 一

富 山 県

首
くび

脇
わき

のの下
した

あし

ののつけつけ根
ね

安全管理委員会だより
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会員の五反田範子さんは、小

矢部市の「シャルウィダンス

サークル」のメンバーです。

毎週火曜日に石動コミュニ

ティセンターで行われる定例会

で、ダンスのステップとターン

の基礎練習を“たっぷり”こなし、健康で元気な体つくりに

努めておられます。

おなかに力を入れ背筋をピー

ンと伸ばし、華麗に表現する姿

には、６×才には思えぬバイタ

リティーと若さに満ちていまし

た。

“５・６年前から始めました

が、あまり上達してないです。

まあ、今まで病気らしい病気をしたことがないです。”と言う。

心がけている事は、と聞くと、遠慮がちに“上手くステッ

プを踏むことも大切ですが、姿勢を正し、何事にも前向きに

考え、メンバーの方とコミュニケーションを大切にする事で

す。”

そして、最後に“姿勢を良くし、腹式呼吸で軽い運動を続

けることが、若さと、健康を保つ秘訣です。ぜひ皆さんも参

加しませんか。一緒にステップを踏みましょう。”と、キュー

トで、お洒落な五反田さんに誘われ、鼻の下が長くなってし

まった私でした。 広報委員　松本彦次

「シルバーの日」の

と き　10月15日（水）

場 所　クロスランドおやべ

地区名 氏　　名

石動西部 藤 田 弘 志

石動中部 　沢　修　一

石動東部 中 島 敏 雄

石動南部 吉 倉 尚 幸

石動北部 相 浦 寅 松

南 谷 １ 前 田 清 一

南 谷 ２ 横　山　多喜雄

南 谷 ３ 村 上 正 治

埴 生 １ 林 　 善 和

埴 生 ２ 石 田 　 正

綾 子 南 　 久 男

宮 島 石 田 亮 一

子 撫 居 村 善 次

北 蟹 谷 寺 嶋 幸 敏

東 蟹 谷 福 江 清 信

薮 波 １ 藤 田 一 誠

薮 波 ２ 綾　村　多弥雄

水 島 細 川 清 二

津 沢 １ 上 田 　 満

津 沢 ２ 栗 山 幸 子

若 林 １ 吉　村　登志子

若 林 ２ 山 田 健 次

松 沢 １ 石　原　富士夫

松 沢 ２ 宮　田　喜久治

荒 川 １ 中 村 利 夫

荒 川 ２ 橘 　 常 夫

正 得 中 村 睦 夫

地区連絡委員名簿

ボランティア・

会員のつどい

台風８号、全国各地に大きな

被害を残しました。しかし、県

内には、おもだった被害が有り

ませんでした。これも、朝夕仰

ぎ見る、立山のおかげだと思い

ます。

雨も、暑さ寒さも、“ほどほどに”願いたいものです。私達

シルバーの仕事にも、“一つ一つ丁寧に”そして“無理せず”“ほ

どほどに”が大切だと思います。

これから益々暑い日が続きます。健康管理に気を配り、元気

に、楽しく乗り切りましょう。

また、ご多用の中「会員の声」などにご寄稿頂きました皆さ

まに心から感謝致します。 広報委員　松本彦次

シルバーサロン開設
昨年度の地区別懇談会での会員の皆様のご意見を参考

に、今年度より「シルバーサロン」を開設しました。開設

以来、会員の憩いの場として、また、新入会員の入会の案

内スペースとして利用されています。

お近くにお越しの

際は、是非、皆さん

とご利用ください。

※飲み物等はセルフ

サービスとなって

おります。

ほのぼ
の

コーナ
ー

お知らせあとがき


